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	「模擬カンファレンスを利用したIPEプログラムの内容の評価」に対するご協力のお願い
	このたび上記の研究を、慶應義塾大学医学部倫理委員会の承認ならびに研究機関の長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施します。
	今回の研究では、三学部合同教育中期プログラム後に回答いただいたアンケートの自己評価票以外のプログラムに関する内容を使用させていただきたく、みなさまに情報を公開しております。なおこの研究を実施することによる新たな負担は一切ありません。またプライバシー保護については最善を尽くします。
	本研究への協力を望まれない場合は、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先までお申し出下さいますようお願いいたします。
	１　対象となる方
	２０２３年度　三学部合同教育中期プログラムに参加され、アンケートに回答いただいた学生
	２　研究課題名
	承認番号 20231218
	研究課題名 模擬カンファレンスを利用したIPEプログラムの内容の評価
	３　研究組織
	４　本研究の目的、方法
	５　協力をお願いする内容
	「学生版多職種連携コンピテンシー自己評価票の妥当性・信頼性の検証とコホート調査（承認番号：20231024）」で回答された情報以外に上記の質問への回答を研究に利用させていただくことに同意いただく。連絡がない場合には同意いただいたことに致します。研究の利用については拒否できます。アンケートに回答された際に自己評価票に関する研究に対して「研究に同意する」と答えられた方で、拒否される場合には「８ お問い合わせ」に記載されている連絡先へご連絡をお願いいたします。また、アンケートに回答された際に自己評価票に...
	６　本研究の実施期間
	研究実施許可日〜2025年3月31日
	７　外部への試料・情報の提供
	外部への提供はありません。
	８　お問い合わせ
	本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。
	また本研究の対象となる方より、情報の利用の停止を求める旨のお申し出があった場合は、適切な措置を行いますので、その場合も3月31日までに下記へのご連絡をお願いいたします。分析する際には個人情報を削除し、紐づけできなくなりますので、3月31日後で同意を撤回した場合にはデータを削除することが出来ない場合もあります。
	今後の研究に関するお知らせは下記より致します。
	https://www.med.keio.ac.jp/education/medical-education-center/index.html
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